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島根・ビジネスサポート・オフィス便り vol.15 

■□フィリピンについて■□ 

 

こんにちは。 

島根・ビジネスサポート・オフィス担当の藤井邦夫です。 

  

11 月は、講師やコーディネートを

務めさせていただいた「しまね中

小企業海外展開勉強会」のオプシ

ョン企画で行ったアセアン現地視

察（ベトナム／タイ）のアテンド

をさせて頂きました。 

 また、視察の行程にも盛り込みましたが、タイでは METALEX という工作機械・金属加工の大

規模展示会が開催され、複数の島根企業が出展されました。 

出展企業の中の 1社（産業用機械製造）は、タイ企業と合弁によりタイに法人設立をされま

した。11月に盛大な設立式もあり、参加させて頂きました。 

今後もこのように県内企業の進出を支援できたらと思っております。 

  

先月に引き続き、ASEAN のその他の国について記載させていただきます。今月はフィリピン

について紹介いたします。 
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【フィリピン基本情報】                   （データ出所：外務省 HP） 

1．正式国名：フィリピン共和国（Republic of the Philippines） 

2．人口：9,988 万人（推定値：2014 年）  

3．国土：299,404 平方キロメートル（日本の約 8割）7,109 の島々がある。 

4．首都：マニラ（首都圏人口約 1,279 万人） 

5．気候：熱帯モンスーン気候に属し、乾季と雨季に分かれる。 

         乾季（11 月～5月） 雨季（6月～10月） 

6．民族：マレー系が主体。ほかに中国系、スペイン系及びこれらとの混血並びに少数民族 

7．宗教：国民の 83％がカトリック、その他のキリスト教が 10％ 

     イスラム教は 5％（ミンダナオではイスラム教徒が人口の 2割以上） 

         ASEAN 唯一のキリスト教国。 

 

～増加する人口（1億人）と消費／東南アジア唯一の英語圏～ 

  フィリピンは、人口が 1 億人と多く、

また人口ピラミッドも日本と反対の綺

麗な三角形をしています。若い人材が

今後も継続的に増えてくる事を意味し

ます。経営の観点からは、若い労働力

の安定した提供が可能です。違う面で

考えると労働者が増えるという事は、

消費もその分期待されるとも言い換え

られます。 

 また、人口の約 12%にあたる約 1,200

万人の在外フィリピン人（OF:Overseas 

Filipino）による送金もあり、安定し

た経済成長を続けています。 

  東南アジア唯一の英語圏（世界で 3番目に英語を話す人が多い）である事から、IT や BPO

（ビジネスプロセスアウトソーシング）として欧米企業のコールセンター等が多く進出してい

ます。他の ASEAN の場合、特別に日本語人材や英語人材を雇用する必要がありますが、フィリ

ピンでは労働者と直接コミュニケーションが可能であることから、製造の技術を伝える事など

が容易になるという面があります。 

 その反面、英語ができることによる人材の海外流出や欧米企業への転職が見られることや、

外資参入が規制される業種が多いことなどがデメリットとして挙げられます。 
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★☆タイから便り★☆ 

～タイの通勤風景～  

タイと日本との通勤風景の大きな違いを今回は紹介させていただきます。 

「タイでは制服を着て通勤します。」 

 

日本では私服で出勤して会社に着いてから制服に着替える事が一般的だと思いますが、タイで

は、ほとんどの従業員が制服を着て通勤します。 

タイではロッカールームを備えた会社はほとんどないようです。 

工場なら工員は作業服で通勤するし、銀行でもデパートでも同様です。 

 

有名な企業に勤務している人は好んで制服を着ているようにも見えます。友人からもらったと

言って、地下鉄の会社のパーカーを喜んで着ているタイ人スタッフもいます。 

 

また、私服としても着れるよう、工夫を凝らす企業もあるそうです。 

ポロシャツのようなデザインをよく見かけますが、色・デザインの異なる制服が毎年１着づつ

支給され、数年も同じ企業に在籍すれば、ちょっとした物持ちになるようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

島根・ビジネスサポート・オフィス    Shimane Busuiness Support Office(Bangkok) 

担当；藤井 邦夫   Kunio   Fujii                 
Address   :1 Glas Haus Building, 12 FL., Room 1202/D,Soi Sukhumvit 25, 
                   Sukhumvit Rd.,Klongtoey-Nua,Wattana,Bangkok 10110 
Tel            :+66-(0)-2-261-10588 
Mobile     : +66-(0)-89-200-7763 

Mail          : shimane-bizsup@aapth.com                                                                    お気軽にご連絡ください。 
 
 

当拠点の運営法人（島根県より業務委託） 

■アジア・アライアンス・パートナー・ジャパン株式会社   http://www.aapjp.com/index.html 

 タイを中心に、ベトナム・インドネシア・インドにて主に日系中堅・中小企業様のアセアン進出や進出後の会計税務法務を 

 中心とした運営支援業務を行っております。 

mailto:shimane-bizsup@aapth.com
http://www.aapjp.com/index.html
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ワンページタイ経済 

項目 単位 2012 2013 2014 2015 

GDP成長率  前年比べ（％） 7.3 2.80 0.9 2.9（1-9月） 

人口* 千人 68,035 68,382 67,065 67,228（8月） 

労働者の数* 千人 39,821 39,808 38,963 38,321（9月） 

失業率** ％ 0.66 0.72 0.84 0.91（9月） 

最低賃金*  バンコク バーツ／日 300 300 300 300 

         チョンブリー  
273 300 300 300 

         アユタヤー  
265 300 300 300 

         ラヨーン  
264 300 300 300 

賃金：全国製造業の平均 バーツ 10,159 11,066 12,074 12,234（9月） 

インフレ率** 前年比べ（％） 3.00 2.19 1.90 ▲0.91（9月） 

中央銀行政策金利* ％ 2.75 2.25 2.00 1.50（10月） 

普通貯金率** ％ 0.75 0.68 0.59 0.58（10月） 

ローン金利(MLR) ** ％ 7.29 7.16 6.96 6.76（10月） 

SET指数* 1975年：100 1,391.93 1,298.7 1,497.7 1,394.9（10月）  

バーツ／100円** バーツ 38.98 31.53 30.77 28.09（10月） 

バーツ／米ドル** バーツ 31.08 30.73 32.48 33.92（10月） 

円／米ドル** 円 79.79 97.6 105.84 120.8（10月） 

車販売台数（1月からの累計） 台数 1,428,628 1,337,631 884,346 577,023（9月） 

BOI認可プロジェクト 件数 2,262  2,016  1,662  1,769（1-9月） 

BOI認可プロジェクト金額 10億バーツ 983.9 1,027.3 729.4 665.6（1-9月） 

*期末、**平均 


